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理 由 書 
 

 

 県教育委員会では、社会や時代の変化に対応した高等学校教育改革を推進してきたところで

あり、現在は、青森県立高等学校将来構想検討会議の答申（平成２８年１月）を踏まえて策定

した青森県立高等学校教育改革推進計画により、「充実した教育環境の整備と各地域の実情へ

の配慮」、「『オール青森』の視点による取組」及び「県民の理解と協力の下での計画策定」

の考え方を踏まえ、①学校・学科の充実、②計画的な学校配置、③魅力ある高等学校づくりな

どの取組を進めているところです。 

 

 このような中、人口減少や社会のグローバル化、経済や生活環境の変化、価値観の変化・多

様化が進み、本県の教育を取り巻く環境の更なる変化が見込まれています。 

 

 本県の子どもたちが、変化し続ける社会に対応するために必要となる力を身に付け、未来を

切り拓き、豊かな人生を送るとともに持続可能な社会の創り手となることができるよう、学習

意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための「魅力ある高等学校づくり」を更に

推進する必要があります。 

 

 以上のことから、令和１０年度以降の魅力ある県立高等学校の在り方に関する「これからの

時代に求められる力を育む学校・学科の充実」と「生徒一人一人に充実した教育環境を提供す

るための学校配置」について、次のとおり検討をお願いするものです。 

 

  



 

 

 

１ これからの時代に求められる力を育む学校・学科の充実について 

近年では、高等学校進学率が９９％を超え、生徒の能力、適性、興味・関心、進路志望等

が多様化している中で、高等学校教育の質の確保・向上を図るため、重点校・拠点校と各高

等学校との連携や多様な教育制度の導入等に取り組んできました。 

  このような中、これまで以上に多様化する生徒の学習ニーズに対応するとともに、社会の

グローバル化や情報化等、高等学校を取り巻く環境の変化や本県の産業構造等を踏まえた、

学校・学科の更なる充実が求められております。 

  このため、これからの時代に求められる力を育む学校・学科の充実の方向性について、検

討する必要があります。 

 

２ 生徒一人一人に充実した教育環境を提供するための学校配置について 

  これまで、中学校卒業者数が減少する中にあっても、高等学校教育を受ける機会の確保と

充実した教育環境の整備の観点を踏まえ、一定規模以上の高等学校を配置するとともに、で

きるだけ地域の高等学校を存続するなど、地域の実情等を考慮しながら柔軟な学校配置を行

ってきました。 

今後、中学校卒業者数の更なる減少が見込まれる中においても、生徒がこれからの時代に

求められる力を身に付けるための学びを提供できる教育環境の整備が求められております。 

  このため、生徒一人一人に充実した教育環境を提供するための学校配置の方向性について、

検討する必要があります。 


